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知識・技能

【学習上の課題】
全体的に基礎的な知識や技能は定着率が高いが、全
国や市で正答率が低い設問に対しては、本校でも課
題が見られる。
【指導上の課題】
個別の課題の定着を図るための時間を十分に確保で
きていない。

授業改善策【評価方法】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と授業改善策

ドリルパーク、計算・漢字ドリル等を活用し、個別
に知識技能の定着を図る。【授業ごとの実施】

思考・判断・表現

各授業において、ICTを活用した方が効果が高いと想定
できる場面において、意図的に協働作業を取り入れてい
く。【「学びの指標」質問項目の１３～１５における児童の

肯定的な回答割合が８０％以上】

【学習上の課題】
主体的・対話的で深い学びの実現に向け、ICTを活用
した協働的な学習に取り組んでいる時間が少ない。
【指導上の課題】
系統立てた指導計画や、スキルの共有が図れていな
い。

授業改善策【評価方法】
③

評価（※）

中間期見直し中間期報告

授業改善策の達成状況

B

B

変更なし

【「学びの指標」質問項目の１３～１５における児童の
回答数値平均が３．２以上】
※評価方法の変更

授業の中で計算・漢字ドリル等に取り組む
学習の流れを、低学年を中心に取り入れ
ることができている。中・高学年ではドリ
ルパークで復習に取り組む様子が見られ
ている。

知識・技能

思考・判断・表現

第１回の「学びの指標」質問項目13～１５
の数値が平均２．９１であった。２学期か
ら、ICTも活用した協働的な学習を取り組
む頻度を増やしていける計画である。

知識・技能については全学年全教科について概ねよい結果となっている。しかし、６年理科の
設問３の（３）「物は水に溶けると液全体に広がることを理解している。」や設問６の（１）「堆積と
いう科学的な言葉や概念を理解している。」は正答率が低かった。共に第５学年の学習内容な
ので、単元で終わりでなく継続した指導をしていく必要があると考えられる。

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

知識・技能

思考・判断・表現については、全学年全教科において、概ねよい結果となっている。個別に支援
が必要な児童へ力を注ぐことが、さらなる底上げにつながるのではないか。

B

Ａ思考・判断・表現

知識・技能
漢字ドリルや計算ドリル等は各学年で取り入れ、全学年９０％以上の児童が全て取り組み終わっており基礎基本の
定着へとつながった。また、ドリルパークの使用時間は、学校全体では、平均すると1人当たり約２．５時間であった。
個人差はあるものの、復習用として活用できていた。

第２回の「学びの指標」質問項目１３～１５の数値は３．３２であった。特に高学年のクラスからは高い数値の結果と
なった。ＩＣＴを活用した協働的な学習をする機会が増加し、教員の活用頻度やスキルも向上したと考えられる。

評価（※） 授業改善策の達成状況⑤ ② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能
知識・技能については、国語、算数のどの設問においても概ねよい結果となっており、定着はかなり図れている。個別に支援が
必要な児童へ力を注ぐことが、さらなる底上げにつながるのではないか。

思考・判断・表現

国語の設問２の二「書くこと」、空欄の内容を取材メモをもとにして指定された条件下で書く問題で、正答率が低かった。メモ
を引用しながら自分の言葉に起こして書く力に、伸びる余地があると考えられる。
また、算数の設問４（３）「変化と関係」、速さを比べて、選んだ理由を説明する問題の正答率も低かった。答えはわかっている
ものの、それを自分の言葉で説明する力が弱いことが考えられる。

⑥ 次年度への課題と授業改善策

思考・判断・表現
答えはわかっているものの、自分の言葉で説明する力に課題があることが考えられる。そのため学習過程の中で、協働的な学びの時間を
意図的に設定し、児童同士が互いに意見交換をしあいながら学習を進めていく場面を増やしていく。また、児童同士で説明をし合う場面
を作れるように、発問や授業展開を工夫し、学習を進めていけるようにしていきたい。

知識・技能
全体的には、よく定着している。しかし、個別に支援が必要な児童もいるので、その児童へのサポートをしていく必要がある。普段の授業
からの支援方法を考え、全体の底上げを図っていきたい。次年度の学習状況調査や日頃の成果物等の結果を比較しながら改善できてい
るかを検証していきたい。

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和６年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【大宮小】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


